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令和５年９月 定例教育委員会 会議録 

  

１ 日  時  令和５年９月２８日（木） 開会１５時００分   閉会１６時００分 

 

２ 場  所  福井市役所８階第３委員会室 

 

３ 出 席 者  教 育 長         吉川 雄二 

教育長職務代理者     春木 伸一 

教育委員         多田 和博 

教育委員         宮郷 美千代 

＜事務局職員＞ 

教育部長         林  俊宏 

少年対策参事官      前田 俊行 

教育次長         小倉 敏之 

図書館統括館長      西行 裕 

教育総務課長       諏訪 光宏 

学校教育課長       酒井 睦夫 

保健給食課長       木下 武明 

生涯学習課長       高比良 博則 

青少年課長        橋詰 正弘 

スポーツ課長       塩見 伸治 

文化財保護課長      渡邉 貴美 

図書館長         中野 裕三 

みどり図書館長      井土 博之 

桜木図書館長       嶋津 康弘 

調整参事         新井 敏男 

教育総務課 副課長    山田 治 

教育総務課 課長補佐   槙野 克典 

教育総務課 主幹     内田 佳邦 

 

４ 議  題 

報 告 

（１）９月定例市議会の報告について 

 

（２）令和５年度全国学力・学習状況調査の結果について 

 

５ 議事の経過 

（１） 開会 

（２） 教育長あいさつ 

（３）会議録署名委員の指名  春木 委員  宮郷 委員 

（４）議事の要旨 
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それでは、報告（１）９月定例市議会の報告について、事務局から説明を求め

る。 

 

９月定例市議会の報告について、会期は９月４日から９月２７日までの２４日間

であった。 

教育委員会関係で、今回提出した議案は 

①「第９８号議案 工事請負契約の変更について（（仮称）福井市フットボール

センターグラウンド整備工事）」と 

②「第９９号議案 工事請負契約の変更について（福井市図書館リニューアル工

事）」の２件であった。 

①②ともに、８月定例教育委員会において承認いただいた案件である。 

①の内容は、グラウンドの想定以上のデコボコを整備するための契約変更で、 

７，３２６，０００円の増である。 

②の内容は、物価上昇によるインフレスライド及び躯体の補修が必要になったこ

とによる契約変更で、１６７，９６３，４００円の増である。 

いずれも９月２７日の議会最終日に、原案どおり可決された。 

また、９月１１日から１３日に行われた一般質問では、１１名の議員より「学校

の暑さ対策」や「プール開放」、「７月１３日の大雨の対応」等の質問があった。 

その他、９月２１日から２２日に行われた予算特別委員会では、９名の委員より

「学校のＤＸ」や「教育環境」、「学校の防災対策」、「電子図書」等について、質問

があった。 

一般質問及び予算特別委員会の詳細については、別冊の資料にまとめてあるの

で、ご確認いただきたい。 

 

ただ今の説明について、ご質問等はないか。 

 

下畑議員の一般質問にある「ＣＯＣＯＬＯプラン」とは何か調べたところ、学校

風土の見える化とあったが、これはどういう意味か。 

 

ＣＯＣＯＬＯプランの主なものは、夜間中学の設置等、不登校特例校に関する部

分が大きいが、他にも児童生徒が行きたくなるような学校づくりを児童生徒や地域

住民に見えるよう進めることも含まれている。 

 

その不登校対策には、性同一性障害等、ダイバーシティの子どもたちを受け入れ

る環境づくりも含まれるのか。 

 

含まれる。 

 

岩佐議員の一般質問「７月１３日の大雨の対応」について、短時間に大雨が降っ

た際の登校に関して、判断基準はあるのか。 
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避難指示の有無が地区によって異なるため、教育委員会で全校一斉に判断するの

は難しい。 

先日の校長会で協議し、避難指示が出たら、登校前であれば一旦登校を止めて、

しばらく様子を見た上で校長判断とすることとした。 

 

７月１３日は、避難指示が出ている地区でも登校可能な学校があったり、校長も

教育委員会から指示があると思い、少し混乱があった。 

基本的には校長判断とするが、避難指示が出た場合は一旦登校を止め、各学校が

その後の状況を見て個別に対応することとした。 

 

宮岡議員の一般質問「オーガニック給食」について、福井市は導入しているの

か。 

 

議員からオーガニック給食の導入について提案があったが、全校に使用するほど

の量が確保できず、一部の学校だけでは公平性が保てないため導入は難しい。 

また、１日３食のうち給食だけをオーガニックに代えても、その効果は限られる

ため、オーガニック給食を導入する予定は無い。 

ただ、野菜など地場産品のものは積極的に取り入れている。 

 

岩佐議員の一般質問「学校のプール学習」について、回答に本年度プール学習を

実施した中学校が４校とあるが、中学校はプールが無いのではないか。 

 

この４校は小学校との併設校であり、中学校も小学校のプールを利用することが

できるため、プール学習を実施した。なお杉坂中も併設校であるが、こちらは県の

健康の森プールを利用している。 

 

今回の猛暑も相まって、体育館の空調設備について多くの質問をいただいた。 

ただ、夏休み前は熱中症アラートが１回もなく、授業への影響は無かったため、

教育委員会としては体育館に空調を整備する予定はない。 

一方、避難所の環境としては非常に厳しいという見方もあるので、防災関係の有

利な補助金や起債で整備することも考えられる。しかし、体育館自体が保温や断熱

に優れた建物ではないため、コスト面で課題はある。 

 

皆川委員の予算特別委員会質問「生成ＡＩ」について、「文部科学省のガイドラ

インでは原則１８歳以上の使用であり、小中学生は保護者の同意が必要。」と回答

しているが、原則通り小中学校では使用しないのか。 

 

生成ＡＩについては、使用しないと決定している訳ではないが、全ての保護者に

同意をいただかないと授業では使えないので、現段階では難しい。 

一方で、教員は生成ＡＩを業務改善に使用しており、個人情報の取り扱いなど情
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事務局 

（学校教育課長） 

報セキュリティ面に気を付けるよう指導している。 

 

次に、報告（２）令和５年度全国学力・学習状況調査の結果について、事務

局から説明を求める。 

 

令和５年度全国学力・学習状況調査については、４月１８日、福井市内の小学６

年生及び中学３年生を対象に実施した。 

教科は、国語、算数・数学と、今回は英語も実施している。これに、児童生徒質

問紙の結果も加えたリーフレットを４枚、各学校に配布した。福井市のホームペー

ジにも後日掲載する予定である。 

なお、令和６年度は国語と算数・数学の２教科で実施される予定である。 

 

ただ今の説明について、ご質問等はないか。 

福井は宿題が多いと思っていたのだが、全国と比べて、家で自分で計画を立てて

勉強をする時間が少ないというのは、どのような理由が考えられるか。 

 

そこまでの分析は未だしていないが、福井は宿題が多いので、宿題を減らす方向

で進めている。 

 

宿題を減らす理由は何か。 

 

児童生徒が理解していることを何度も復習させるような宿題は減らす方向だが、

その代わり自分で興味のあることを学んでもらう時間を増やしていきたい。 

 

宿題が減った代わりに、親は塾へ行かせるのではないか。 

 

子どもたちの興味や意欲を伸ばせるよう、学校も工夫を凝らしていくが、ご家庭

でも協力していただきたい。 

 

熱心な家はよいが、学校任せの家庭だと、学力に差が出てしまうのではないか。 

 

全国的にも宿題は減少傾向にある。何事にも興味を示すような子どもは、学力も

伸びる傾向にある。そうなるように家庭と学校が協力して進めていけると良い。 

 

宿題の多さが主な理由ではないと思うが、他府県から来て不登校になった子ども

もいる。理想論かもしれないが、自ら学ぶ力を育む方向性で進めて欲しい。 

 

平均正答率の数値で、市と県の数値のみ小数点以下が無いのは何故か。 

 

順位を付けるものではないという理由から、文部科学省が市や県の平均正答率の

小数点以下の数値を公表していないためである。 
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英語に関して、小学校から中学校になるにつれて児童生徒の「好き」の度合いが

下がっている理由は何か。 

 

小学校では文法がほぼ無いが、中学校では文法が有り、テストになってしまうこ

とが原因と思われる。中学生が覚える単語が増えたことも原因だと思う。 

 

小学校は文法が無いなら、成績はどのように評価するのか。 

 

小学校ではペーパーテストはほぼ無いが、ＡＬＴとのインタビューテスト等で成

績を評価している。 

 

予定していた審議事項は以上だが、その他、報告事項について、事務局から説明

を求める。 

 

― ふくい桜マラソンについて、チラシを基に説明 ― 

 （３月３１日、ランナー及びボランティア募集） 

― オクトーバー・ラン＆ウォークについて、チラシを基に説明 ― 

  （１０月１日～３１日、参加者募集） 

 

― 新型コロナ及びインフルエンザ感染状況ついて、資料を基に説明 ― 

  （５類移行後、５月８日～９月２５日の感染状況） 

― スポーツフェスタの結果について、口頭で説明 ― 

  （９月２０日２１日、両日とも午後は室内で実施） 

― 鯖江市ブロック塀の事故について、口頭で説明 ― 

  （Ｈ３０大阪の事故を受けて、通学路を一斉調査した。１９８箇所あっ

た危険箇所も、所有者に改善を依頼し、現在１２７箇所に減少した。

引き続き所有者に改善を促すとともに、児童生徒も指導していく。） 

 

その他、ご質問等はないか。 

 

他になければ、最後に事務局から次回の日程についてお願いする。 

 

次回の定例教育委員会について、１０月２５日（水）１５時から、場所は福井市

役所８階第１委員会室にて開催するので、ご出席いただきたい。 

 

以上をもって会議を終了する。  
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令和５年１０月２３日 

 

  署名委員 春木 伸一 

 

  署名委員 宮郷 美千代 

 

                   会議録作成職員 内田 佳邦 


